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1、  住 吉 大 社 σつ  
「

か  ン rヨ〔オt」  割島額

“沖の暗いのに自帆が見ゆる あれは紀の国

ヤしホ ノコリャマカセ アラエツササー

ミカン船だよ¨豊年だア万作だ¨孫の上産に何もろた¨¨

戦後問 もな くのりi、 村の年寄 りが寄 り集って酒な らぬお茶

を飲んでは苦労 ,:Fや 世‖lti舌 ?を し、 1教 え歌 | 1鉄劇 1歌 J

なとと共に唄 ったたのが 「かっぱれ」 であった
‐
あの子のお守 りに何貫うた。デンデン太鼓にシヨウの笛、

寝ろてはヨーオ 寝ろてはヨー・  (可度 も繰 り返 してりlい

踊 られる。 子供たちもいつの間にか覚えて しまった ものである。

いつだったか SBSラ ジオのアナウ ンサーに | “かっはオし"

って何ですか ?いつ 。どこで′11ま れましたか ?|と のインタ

ピュウを受けた。残念なか ら「■|り ません |である .,

その後、紀のlll屋文左衛「号が、紀州の蜜柑 と灘の酒を江戸に

進んで巨万の富を得たことを紀州の人が 喜び「 尺晴れ !Jと 誉

め称え、 これを住吉大社の人j重 芸人・ 願人坊 Lた ちが面白おか

しく囃 しirて、天晴れを 「 カ ッホレJと 囃 したとF・aい た.1'(偽 は不り].

今回、住 tl大社へ行 ってみた.ど こまで乗 っても2001]と いう「阪堺電 |卜 Jを 天 Ei

か ら利用 ,な るほど、年りJを llえ た 1大 なイi灯 riSLが数多く、アち並ふ重厚な神社である.

ゆっくりと各所に参すにして 1給 1じ 堂 Jに 至る。 ここで 際 ‖、アつのが「 清水みな と祭

の会 港かっばれ振興会 Jか ら贈 られた絵 Jう であった.桜川ひん助 さん鈴 与シンワー ト

の名前も見える,思わぬ所で故Wllの 人に出会った思 いであった .

2、  ■ン
~/ Fヵ

円 の 使 い 道

私の秋は |キ楽 fJT修」である ,11年、あちこちに出ll卜 けるが、 今年は京都教fi大学が会

場
`、

少 し11く 行き、近隣の伏兄|ス ‖:染 周辺を歩 く―藤森神社が良か った .

今年の研修テーマは「山[か

'Eう

キ楽・jJわぬ 計楽 |で、
「
朝魚1音楽 Jと

~カ
ノ、ランキ楽 |

を中心に lJ.りHさ れた。 II本人が日本民ifや伝統 古楽を した り、在 |り1鮮 人が1111計楽をす

るのは
~由

1が通 うキ楽 J。 日本人がイントネシア・ カヱ、ラン計楽をやれば
~通

わぬ ″楽 とな

る。これを教育の場か ら考えると、さまざまな .1:が
提超される予tで、細かい J:情 は述べな

いが、間塞状態にある1本の 」十楽教育におiた な視点力寸[起てきる.

この会を企画iす る法人が「新法律により資産の貯蔵は rrけ るべ しJと の指摘を受 け、貯

金等の財産を処分することになった。総額()千 万1¶ .70年 近い歴史の中で先輩諸氏のご

苦労が積 もり積 もった ものだが、処分が難 しい. 括寄付は認め られないので、分割 しか

ないか、分 llが 大きいと効りιがない し・・・・むすか しいモ ンですナ????



3、 輝 く 飛 鳥 ″ ― 宝

秋天高々。抜けるような青空に誘われて飛鳥へ出掛けた。

有名なわりに行きにくい飛鳥。在職中には何度も行ったのに

斑鳩へ来てからは一度も足を運んでいない。今回、飛鳥時代の

至宝を集めた特別展と問いて、飛鳥資料館へ車を向ける。

大変に素晴らしい。特にいいのが法隆寺が伝え、皇常に献 L、

東京国立博物館が所蔵する橘寺の F如来立像』で、脇侍の二尊

と共に「ヤア」と声を掛けたくなる愛らしさである。

金銅壼も本物の宮本銭もいいが、もう一つ感動的だったのは

H山 田寺の回廊(大化改新ころ)で、地中に埋まっていたものが、

そっくり掘り出され、組み立てられていた。凄い。

こうした飛烏の至宝が一杯並んでいるのに、会場は閑散とし

ている。勿体ないネ。是非見てやってください。

詳細地図かカーナビがあるといいね。  11月 27日 まで。
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4、  大 和 り11ノ ｀ 層磨 い スレ だ

わが家の少 し西を南 Fす る『龍田川』は、まもな く『大和川』に合流 して西 ドし、三寺

町では奇妙に湾曲 して 」R大和路線にまつわるように しなが ら大阪へ向か う。

過 日、大阪か ら堺ヘト|っ た際に、大和l川 の大阪湾へのけ十日を発見 し、その意外性に驚い

たので、図書館の本を拝借 して読み始めた。かな り、学術的な書き方で読みに くいが、大

和川の多様 さ力Viわ って くる。

①  大和川には飛鳥や平城宮の奈良の全ての川が集まっている。 万葉集などで見慣れた

「初瀬川J「飛鳥川」「佐保川J「秋篠川」「 龍日川Jな ど皆、大和川の支流である。

②  中国大陸や朝鮮半島の文物は大和川を湖って大和へ集まってきた。 高度差の少ない

大和川は水が ドるだけでな く、水運 として L流へ向か うことができ、飛鳥や平城宮の都

に各地の文化や産物が運び込まれた。

③ 逆に見ると水流に勢いがないために清流とならず、日本 ‐汚い川、アユは棲まぬ川 と

なっていた ,(現在、河 日付近でアユの遡 |:が確認されるとい う)

④  大陸や朝鮮への使者 も大和川を下 った。 遣隋使で気|ら れる小野妹 チは聖徳太 子の命

を受けて大和川を下 って行 った。大和川河 日が当時のFtl際港である。

⑤  大和朝廷の大王たちは大和川の流域 に自分の墳墓を築いた。 聖徳太子の墓は太 子町

の叡福 キ。父の用明天皇や小野妹子の墓 も近 くにある。川沿いに数多 くの占墳があるが、

世界最大 ともいわれる仁徳天皇の墓 も大和川河 11近 くである。

⑥ かつて大和川は大阪平野を我が物顔に流れ、その傍若無人か ら流域は河内(か わち)と

呼ばれるようにな り、江戸時代には川の付け替えが行われて、現代の南流 とな った。

(大阪城の北を流れていたのが堺へまとめ られた )

5、 覇凝 Fミ υ′ 旨 い 中勿 がミシュランに載る  10′/18

今年度の ミシュランに奈良の店が掲載 され、志賀直哉が述べた「奈良に旨い ものな しJ

との汚名を返 上しようとしている。(かつての文豪の言葉がまだ生きている?) i星 には

日本料理の「和 やまむ らJ。 ■星 3店、 星 21店、計 25で、 日本料 _●E店が多い。

ミシュランの意図に異存はない し、奈良ならではの旨いものが認められ、増えてい くこ

とは嬉 しいことだが、味覚 F痴の私にとっての旨い物 としては、 Jl軽 に人 手が口∫能で、特

徴があって、 しか も食べ飽きないもの も挙げたい。今のところは「赤米おこわ |「 そうめ

んJ「 lllの 葉ず しJがそれに‖1当 し「大和鵬Jな どはもう 段、他 との違いが欲 しい。

奈良に人るか人らぬか判 らンし、料理 とは言わないだろうか、11日 頂いていて、旨くて

食べ飽 きないのが「水‖irの漬物 Jで、鰤lrlでは減多に食べ られない。

今回の ミシュラン人賞″iの シェフたちが「f:る
「責任を感 じる l「 予約が殺到 したら困るJ

「若者のエネルギーに期待するJ「地元の人が食べられる環境整備J等の 1:葉を大切に し、

奈良の旨い物 といえばす ぐに挙げ られ るものの育成をお願い したい。 B級グル メもその後



6、  
「

ホ 、ン ト お 届 :ナ 使 」  ど三  
「

御 用 聞 t彗 」

わが家が利用させて もらっている「 JAな らコーボJと いうマーケ ッ トに便利なサー ビ

スがあるのでご紹介 したい。

い くつかあるレジの つに「ホ ッ トお届け便」とい う札が ドが り、ガヽ黒板に「 次の出発

は 17:30」 などの時刻が示 されている。 見ていると、籠 一杯に買い物を した老婦人に

若い男が f寸 き添 って世話を している。やがて会計 も済んだのであろうか、老婦人は手ぶ ら

で iFち 去 り、若い男は買い物籠を運び出 してお肛:け に行 った。わが家が清水にあった時 も

「 JA高部 コーボJを使わせてもらった力ヽ こんなサー ビスは見かけなか った。

聞 くところによると、この買い物のお世話とお届け料 は、 重量や距離によって違 うが、

ほんの数 百円のことで、足腰の悪い人、アパー トの高いところに住んでいる人や老人達に

好評を得ている。従事するのは三社員のほかにアルバイ トの学生 もいるとのこと。

この /1N画 が素晴 らしいと思 うのは、単に荷物を進んで終わるのではな く、次回の注文を

聞いて層ける「御用聞き」に発展する例が多いとい うこと。老人の話 し相 手になって福祉

活動 も行 っている、などのことがあるか らである。

清水で も出来ると思 う。若い日本人だけでな く、外国か らの研修生や留学生がこういう

仕 嗜1を体験 しなが ら国際交流を し、清水を知 って もらえるな ら、商店 も助かるだろうし、

石二鳥・ 三鳥の効果があると思われる。

奈良新聞 読者文芸から 10/13～ 10/24 掲載分

(短歌 )

雨戸開け 色無き風をとりこめば 金木犀の香も入りくる

イi段の l rf三「 段昇降す 伏兄御陵で五人と出会う

(俳句・ЛI柳 )

去るツバメ 集まり初むる朱雀門

親鷲忌 つがいの鳩の鳴 く日かな

スマフォンでぶつか り合 って晩みあい

災害や 山の奥にもヘ リが来る

角伐 りに捕 らわれ し鹿 もう鳴かず   保護費サギ 聞いて呆れる文化都市

法起キの観音誓薩 秋さくら      シ ソフ薬 ここやここや と背な‖|し て

黄衣に いつか着替えて籠[1姫      いざ写経すべ しと 秋の灯を点ける

(五行詩 )

ザワザワ 若い稲穂 みんなザワワッ 風の道が 見えた

7、 者ミ rミ瀾竜υジヨト ¬ ウ リ にもいろいろある

余良漬樽を見ると、いろいろな瓜が漬け込まれているのが見えるが、

長くてぐるぐる巻きのは「大和 i尺 Jキ ュウリ。インドJヒ 部が原産地

で、日本では平安時代から栽培されて「大和伝統野菜Jに認定されて

いて、 1サく(90cm)あ るかどうか見えないが、生食もいけるという。

「半r」 Jは文
′
′通り半分白いキュウリ。太くて大きいのは「 llll賀 太J.

致の多い「四葉(すうよう)」 。短い桁円の「 ビックルキュウリ」など多様。
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